予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名:　森から生まれる環境価値普及促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　温暖化対策係　　　　　　　　

電話番号：058-272-1111（内2694）
 E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,000千円（前年度予算額：5,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


・森林の温室効果ガス吸収源としての新たな環境価値に着目したカーボン・オフセットの普及啓発及び県内外の企業等への岐阜県産のオフセット・クレジット（以下「岐阜県産Ｊ－ＶＥＲ」という。）の購入促進を図ることで、「清流の国ぎふ」の森林資源の整備を推進し、もって温室効果ガスの削減に資する。
（１）岐阜県の森林づくりにつながる岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの県内外への普及啓発・販売促進
・カーボン・オフセットの取組みに対するアドバイスやコンサルティング
・県内外で開催されるイベントでのカーボン・オフセットの普及啓発
・全国主要都市で行われるマッチングイベントへの出展
・マッチングイベントで使用するパネルなど資材の作成

　　（２）市町村・団体等への助成
・カーボン・オフセットイベント開催に対する支援
・カーボン・オフセット商品の開発や第三者認証制度活用に対する支援
	２　所要経費


（１）岐阜県の森林づくりにつながる岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの県内外への普及啓発・販売促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000千円

（２）市町村・団体等への助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,800千円
　　（３）事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 200千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000
	0
	0

	要求額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000
	0
	0

	決定額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000
	0
	0


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　森林の温室効果ガス吸収源としての新たな環境価値に着目したカーボン・オフセットの普及啓発及び県内外の企業等への岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの購入促進を図ります。

この取組みを通じて、「清流の国ぎふ」の森林資源の整備を推進するとともに、岐阜県内の温室効果ガス排出量について、2020年度（平成32年度）に1990年度（平成2年度）比で20％削減するとした岐阜県地球温暖化対策実行計画の中期目標達成に向けた温室効果ガスの削減を推進します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	補助事業の採択件数

	0
（H23）
	（H　）
	（H  ）
	8件
（H24）
	累計

45件
（H28）
	17.8％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
(1) 相談窓口の開設　 
・平成24年5月22日～平成25年3月15日（土日祝日・夏季休業期間・年末年始
を除く）　10:00～17:00

(2) 岐阜県産Ｊ－ＶＥＲ活用セミナー 
・平成24年6月18日
・参加者　約30名 
(3) 県内外イベント等での普及啓発（実績・予定等） 

・平成24年7月1日　東京岐阜県人会の会合（東京都内） 

・平成24年7月15日　清流の国ぎふづくり県民大会（高山市）
・平成24年9月22日～23日　東海エコフェスタ（愛知県長久手町）
・平成24年10月27日～28日　森と木とのふれあいフェスタ（岐阜市）
・平成24年11月7日～10日　メッセナゴヤ2012（名古屋市）
・平成24年12月13日～15日　エコプロダクツ2012（東京都内）
・平成24年12月18日　ちゅうぶカーボン・オフセットＥＸＰＯ（名古屋市）
・平成25年2月6日　カーボン・マーケットＥＸＰＯ2013（東京都内） 
(4) 市町村・団体等への支援（採択の状況）
　①カーボン・オフセットイベント　４件

　②カーボン・オフセット商品　　　４件


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
○市町村・団体等への支援を通じて購入される岐阜県産Ｊ－ＶＥＲ（補助申請時の計画量）
①カーボン・オフセットイベント
・環境フェスタ中津川実行委員会／環境フェスタ中津川におけるカーボン・オフセ
ット（2トン） 

・岐阜市まるごと環境フェア実行委員会／岐阜市まるごと環境フェアにおけるカー
ボン・オフセット（21トン） 

・可児市／可児市環境フェスタにおけるカーボン・オフセット（1トン） 

・(株)オアシスパーク／各務原キムチまつり、街コンイベントにおけるカーボン・
オフセット（8トン） 

②カーボン・オフセット商品 

・(有)大橋量器／国産材を利用した枡の製造過程におけるカーボン・オフセット（1
トン） 

・(株)ヤイリギター／商品紹介用カタログ製造過程におけるカーボン・オフセット
（4トン） 

・(株)岐阜新聞／新聞朝刊見開き１ページ（カーボン・オフセット特集ページ等）
に係る環境負荷のカーボン・オフセット（7トン） 

・(株)藤田商店／カタログ製造（Zee－Plan）にかかる環境負荷のカーボン・オフ
セット（10トン）


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	カーボン・オフセットによる温暖化対策だけでなく、県内の森林組合などが創出した岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの活用が促進されるものであることから、事業の必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	年間９件程度を見込んでいた補助の採択件数は、１年目ということもあり、総数は８件にとどまった。

事前に説明会を開催した市町村が関係するイベントが大半を占めると考えていたところ、民間企業の採択が半数を超えることとなっており、岐阜県産Ｊ－ＶＥＲを活用したカーボン・オフセットの取組みの普及啓発の効果が出ているものと考えている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　岐阜県産Ｊ－ＶＥＲ活用相談窓口の開設やマッチング・イベントへの出展など、民間企業のノウハウを活用した事業実施で効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　カーボン・オフセットの取組みについては、社会に定着している取組みとは言えない状況であり、岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの活用によるカーボン・オフセットの取組みの普及啓発が引き続き必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　カーボン・オフセットによる温暖化対策だけでなく、県内の森林組合などが創出した岐阜県産Ｊ－ＶＥＲの活用となり、県内の森林資源の整備にもつながるものであることから、引き続き実施する。


